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東北福祉大学の取り組み東京工科大学の取り組み

　東京工科大学メディア学部は、メディア社会の到来を見据え、豊かで活力ある生活やビジネスに関するサービスとコ
ンテンツを創造できる人材を育成しています。そのために不可欠な要素として、ソーシャルメディア活用時のリテラシー
の涵養があります。この具体的なプログラムとしてデジタルコンテンツアセッサ（DCA）3級資格の取得をメディア学部学
生に推奨しています。
　
　東京工科大学メディア学部の全体カリキュラムは、メディア学が広く学べるものとなっています。このなかで、メディア
学部学生は、1、2年次に履修できる基礎的な「DCA3級資格取得プログラム指定科目」3科目の単位取得でDCA資格3級
の申請資格を得ることができます。
　
　2014年度は11月までに約30名の学生が資格を申請し、取得しました。
　
　取得した学生が活躍するフィールドとしては、メディア業界、特に、IT、ソーシャル関連、メディアビジネス、映像・放送・
音楽、ゲーム・アニメなどを想定しています。

DCAプログラムの実施機関

DCAプログラムの対象

科目の新設

資格認定証の申請手続き

プログラム導入に
あたってのポイント

メディア学部

メディア学部学生

既存の科目で対応

学校が一括して申請（ただし入金は学生が各自で行う）

プログラム実施の概要（東京工科大学）

　東北福祉大学では、DCA資格によって保証される知見を個々の専門性へのスパ
イスと捉え、時代の要請するマルチスキル人材養成の中に組み込んでいます。「副
専攻 デジタルコンテンツアセッサ課程」を設置し、総合福祉学部、総合マネジメ
ント学部、「子ども科学部（2015 年度より教育学部）」、健康科学部の全学部で卒
業単位として履修可能にしています。
　その結果、幼稚園や小中高教諭、養護教諭、特別支援学校教諭、社会福祉士、
ケアマネジャー、メディカルソーシャルワーカー、介護福祉士、精神保健福祉士、
保育士、防災士、社会貢献活動支援士、診療情報管理士、医療情報技師、救急救
命士、障がい者スポーツ指導員、博物館学芸員、図書館司書などの様々な資格、
公務員、社会福祉施設職員、営利企業社員、NPO法人職員、公益法人職員、プロ
スポーツ選手等々の様々な職業に融合させることでシナジー効果を発揮し、同一
資格保持者との差異化がはかれるように企図しています。

メディア学部の科目（１・２年次）

プロジェクト演習科目 人間形成・社会人基礎科目

D C A 3 級 の 科 目

D C Aに関連する科目

インターンシップⅠ、Ⅱ Webサイトデザイン演習

デジタルデザイン基礎/応用実習 福祉ボランティア活動Ⅰ～Ⅳ

D C A 3 級 の 科 目

情報と社会情報ネットワーク論

ソーシャルメディア論情報社会学

ネットワークコミュニケーション論 情報倫理

・東京工科大学メディア学部では、1、2年次に
履修できる基礎的な3科目の単位取得でDCA
資格 3級の申請資格を得ることができるように
調整しました。実現する上ではむずかしさもあ
りましたが、学生の利益になる取り組みと考え、
実現に向けて努力しました。

学生は、学士力や就業力を養う総合基礎科目や L・C群科目を土台に、個々の専攻に応じて専門科目やそれを発展させる各種資格を
身につける。これに付加価値としてDCA資格を加えることで、個々の資格や専門性をさらに活かしていく。

D C A 3級

各種資格（ex. 教師、社会福祉士など）

専門科目（ex. 各専門基礎科目、基礎科目、発展科目）

総合基礎科目、L・C群科目（ex.学士力養成科目、社会貢献科目、キャリア科目、語学など）

関連する特色のある科目（例）
「デジタルデザイン基礎実習」
「デジタルデザイン応用実習」
「Webサイトデザイン演習」
「インターンシップ I、II」
「福祉ボランティア活動」など

i コンプライアンス

インターネット＆デジタル
コンテンツテクノロジー

ネットワーク
リテラシー

情報と社会

情報社会学 等ソーシャル
メディア論 等

DCA プログラムの実施機関

DCAプログラムの対象

科目の新設

資格認定証の申請手続き

プログラム導入に
あたってのポイント

学校法人（大学本部）
全学部ですが、全学科ではありません
（健康科学部の一部が非該当）

新規に科目を設置

学生が各自で申請

・DCA資格のコンセプトや「特定サーバー管理者」および「サー
バー管理者」といった用語については、十分な説明が必要
でした。

・既存科目を中心にして、既存科目に資格準拠「クラス」を
新設することで対応しました。既存科目の内容は必ずしも
DCAコンピテンシーに対応していませんでしたが、新設科
目の方で調整しました。

・副専攻化するために、選択科目を多めに置いた結果、科目
選択の組み合わせで学習内容に差が生じました（必修クラ
スで欠けているコンピテンシーは補てんしました）。

・プログラミングなど理系内容に苦手意識のある学生が多く、
そうした学生をも包摂するための工夫に腐心しました。

プログラム実施の概要（東北福祉大学）

東京工科大学メディア学部の全体カリキュラム

コース決定

年次1 年次2 年次3 年次4

教
養
教
育
科
目

教
養
教
育
科
目

卒
業
研
究

コンテンツ
創作コース

インタラクティブ
メディアコース

ソーシャルメディア
サービスコース

メディアビジネス
コース

コ
ー
ス
専
門
科
目

人間形成・社会人基礎科目

プロジェクト演習

専門
教育科目

メディア
専門演習

メディア表現
環境・技術[ [

専門基礎
教育科目

[ [メディア表現
環境・技術

メディア
専門演習

メディア基礎演習科目

情報リテラシー

インターネットシステム入門

情報メディア法
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DCA カリキュラムの実例 DCA のこれまでの経緯
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インターネットを利用する際、違法となる
振る舞いをしない。

インターネットで青少年にとって有害な情
報に接触したときに、適切に対応できる。

インターネット上で誹謗中傷を受けた場
合、適切に対応できる。また自らは他者を
誹謗中傷しないよう努めることができる。
匿名SNSで知り合った人に対して、適切に
コミュニケーションをとることができる。
インターネットに情報を発信する際に、自
分自身の個人情報、または個人情報を類
推、補完する情報の有無を識別できる。
実名SNSで公開する自分自身の情報
を適切に判断できる。
チェーンメールや迷惑メールに適切に対応できる。
モバイル端末とそのアプリケーショ
ンを安全に利用できる。
オンラインでの取引で、トラブルを招
かないよう振る舞うとともに、トラブル
が起きた時には適切に対応できる。
モバイル端末や課金制サービスを利
用する際、通信料やサービス料金が過
大にならないよう配慮できる。
インターネットやモバイル端末に依存
しすぎず、適切に利用できる。
プライバシーや個人情報をむやみにイン
ターネットに公開せず、また自分自身のプ
ライバシーや個人情報が公開された場合
は、適切に対応することができる。
自分自身と他者のID、パスワード等を適
切かつより安全にとり扱うことができる。
コンピュータウィルスに対して備えるとともに、そ
の脅威に直面したときに適切に対応できる。
主体的にコミュニケーションをとるこ
とができる。
インターネット上の情報を批判的に
読み解くことができる。

目的に応じて主体的に情報を収集、
処理、編集、表現、発信できる。

インターネットを含む情報ネットワーク
と、その周辺の主要なサービス、技術
的枠組みの概念を説明できる。
目的に応じて適切な情報機器やソフ
トウェアを活用できる。
社会通念を順守し、情報倫理をふま
えたうえで、相手を尊重しながらコミ
ュニケーションできる。
インターネット関連法令に対する知識や
技能、および社会通念の順守をふまえた
うえで、iコンプライアンスを実践できる。
インターネット利用環境およびコンテ
ンツの健全性を理解したうえで、情報を
安全に利用および発信できる。
インターネットおよびコンテンツの利用・
発信をした際に、危険性を察知して、適切
な対策を取ることができる。
心身への影響を理解したうえで、情報
機器を健康的に活用できる。
セキュリティ対策をとり情報資産を適
切に管理できる。

コンピテンシー

分　類 コンピテンシー内容 情報基礎
情報資源
管理

ネットワーク
社会論

WEB情報
デザイン

情報科学
概論

ネットワーク
管理Ⅰ

インターネット
社会論

科　目　名

項　目 項目ID

A1
A2
A3
A4
A5

A6

出会い系サイト

肖像権
著作権等

成人向け情報

誹謗中傷

犯行予告際、違法となる
振る舞いをしない

公序良俗に反する
ような情報

B1

匿名ＳＮＳ B2

実名ＳＮＳ B3
迷惑メール B4

アプリケーション

詐欺

B5

B6
不適正製品等の販売 B7

過大消費 B8

依存 B9

プライバシー・個人情報流出 C1

不適切公開 C2

不正アクセス等のなりすまし C3

ウイルス
主体的にコミュニ
ケーションできる力

C4

D1

D2情報を批判的に読み解く力
D3Webページを操作する力
D4情報を収集する力
D5情報を発信する力
D6情報を処理・編集する 力
D7情報を表現する力

D9インターネットに
関する知識

D10情報機器・ソフトに
関する知識

E2関連法令に対する
知識・態度・技能

E3情報を安全に利用する力

E4危険を回避する力

E5情報機器を健康的に
利用する力

E6情報の保護・管理が
できる力

E1コミュニケーションする
相手を尊重する態度

D8情報を伝達する力

情報活用領域

プライバシー・
セキュリティリスク

領域

不適正利用
リスク領域

違法・有害情報
リスク領域

安全倫理領域

DCA3級のコンピテンシー・マップ表（千葉商科大学商経学部の例） 2008.5 　・I-ROI 設立

2012.6 　・デジタルコンテンツアセッサ（DCA）育成ワーキンググループ開催

2012.9 　・総務省、「青少年のインターネット・リテラシー指標」（ILAS: Internet Literacy Assessment indicator for  

 　　Students）公表

 　・デジタルコンテンツアセッサ資格認定制度委員会（DCA委員会）を設置

2012.12 　・青山学院大学・千葉商科大学・東京工科大学・東北福祉大学が入会

2013.1 　・デジタルコンテンツアセッサ資格認定制度委員会（DCA委員会）を開催

 　（2014 年 12 月までに通算 23 回開催）

2013.2 　・東北福祉大学、DCA3 級科目認定プログラム申請

2013.3 　・「デジタルコンテンツアセッサ」資格発表会開催

2013.6 　・埼玉工業大学、草加市役所が入会

2013.7 　・文部科学省平成 25 年度「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進」事業に

  　  「次世代インターネットの利用環境整備に向けた産学官連携資格認定プログラム」が採択 ※1

2013.9 　・DCA科目認定プログラム実施教育機関で作る「DCAコンソーシアム」発足

 　・総務省、「平成 25 年度　青少年のインターネット・リテラシー指標等」公表

2013.10 　・青山学院大学、DCA3 級科目認定プログラム申請

2014.2 　・「次世代インターネットの利用環境整備に向けた産学官連携資格認定プログラム」最終成果報告会を開催

 　・DCA2 級ワーキンググループを設置

 　・千葉商科大学、DCA3 級科目認定プログラム申請

 　・東京工科大学、DCA3 級科目認定プログラム申請

2014.3 　・埼玉工業大学、DCA3 級科目認定プログラム申請

2014.4 　・DCA科目認定プログラムの教科書作成検討を開始

2014.6　　・「DCAサイト」を開設

 　・科目認定によるDCA3 級資格の授与式を開催

2014.7 　・文部科学省平成 26 年度「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進」事業に

 　   「次世代インターネット利用環境整備に資する産学連携教育プログラムの開発と普及」が採択 ※1

2014.9 　・DCAコンソーシアム評価委員会を設置

 　・DCAセミナー「インターネットの信頼性回復を目指して」を実施

2014.10 　・総務省、「平成 26 年度　青少年のインターネット・リテラシー指標等」公表

 　・日本工学院専門学校が入会

2015.1 　・「次世代インターネット利用環境整備に資する産学連携教育プログラムの開発と普及」成果報告会を開催

※1　DCAコンソーシアム参加校を代表する形で青山学院大学が提案し、採択されました。
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